
はじめに
　近年 各地の水田で農村環境の変容に伴うカエル類の
減少が報告される これに対処すべく近年はカエル
類の保全を目的とした研究が進むが カエル類の研究に
あたって まず正確な分布状況を知ることは今後の保
全策を嵩じる上での基礎資料となる 本調査は愛媛県
内に生息するカエル類のうち トノサマガエル

とヌマガエル の
分布について調査を実施した
　トノサマガエルは 愛媛県レッドデータブックにおい
て絶滅危惧Ⅱ類に指定され 近年生息域が減少してい
るといわれている また 本種は本県以外においても
都府県で絶滅危惧種としてカテゴライズされている

一方 ヌマガエルは県内には広く分布していると考えら
れるが その詳細な分布域は明らかになっていない し

かし 関東地域を中心に本種の侵入が報告されてお
り 全国的には分布域を拡大していると考えられる
この 種は 樹林依存性が少なく 水田環境のみで生息
非生息の検討が可能であり 調査地域をある程度限定
させることが可能である 本研究は上記 種の分布状況
の基礎データを収集すると同時に標高等との関係を明ら
かにすることを目的に実施した

調査地域の概要
　愛媛県の水田面積は , haである ）．本調査では
解析の簡便化を図るために県内を 次メッシュで分割し
た． 次メッシュとは一定の経度緯度で，地域を網の目
状に区画する手法を用いて約 × kmに地域を区画し
た「升目」であり，愛媛県の総 次メッシュ数は で
ある．このうち，環境省が公開（http://www.biodic.
go.jp/kiso/gisddl/gisddl_f.html）している自然環境基
礎調査の第 - 回の植生調査のデータの，「水田雑草群
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落」のポリゴンを水田として解析した．上記 次メッシュ
のうち，水田雑草群落のポリゴンが存在するメッシュ数
は であり，総メッシュ数の . ％にあたる．
　作図にあたっては近年の市町村合併前（平成 年 月）
の行政境界図を用いた（図 ）．

調査方法
　調査は踏査と鳴き声による確認によって実施した．踏
査は水田内にある畦畔を 分間歩き，畦畔から水田へ
の飛び込み個体，および畦畔から m以内の水田内に確
認できたトノサマガエル・ヌマガエルの成体・亜成体の
有無を定性的に記録した．なお，幼生のデータは幼生の
みが確認できた地点が無かったため，解析からは除外し
た．両種の生息が確認できなかった調査地点では，非生
息の確度を高めるため，調査地点に近接した水田を 筆
程度追加して調査した．この調査は， 年 月上旬か
ら 年 月下旬に行い，期間中の調査頻度は各地点
回とした．
　調査地点の位置情報（緯度経度）は，ハンディ GPS
（GARMIN社製）を用いて取得し，標高は国土地理院
発行の数値地図 mメッシュ（標高）から求めた．
　鳴き声調査は主に自動車を用いて調査対象メッシュ内
で観察される鳴き声を記録した．予備調査の段階でトノ
サマガエルの鳴き声は生息数が減少すると確認が困難で
ある可能性が高かったため，この調査は，主にヌマガエ
ルの調査で補足的に用いた．鳴き声調査は ～
年の 月下旬～ 月中旬に実施した．
　踏査と鳴き声調査での調査メッシュ数は であり，
調査対象メッシュの . ％である（図 ）．
　解析にあたってはGIS（地理情報シズテム）ソフトウェ
ア（ESRI社製 ArcGIS . ） を用いて，メッシュごとの
平均標高，水田面積，森林面積，畑地面積，人工物面積
を集計した．なお，森林面積は針葉樹・広葉樹を統合し



た数値で，畑地は果樹園と畑地を統合した数値である．
また人工物は家屋・工場・公園等，都市化に伴って形成
されるものを統合した数値を用いた．

結　果
　トノサマガエルは調査メッシュのうち， （ . ％）
メッシュに生息が確認された．ヌマガエルは
（ . ％）メッシュに生息が確認された（図 ）．トノサ
マガエルの分布は平野部（標高 m以下）で少ない傾
向が見られた．また，島嶼部（大島・伯方島・大三島）
に分布が確認された．これに対してヌマガエルは平野部
（標高 m以下）に広く分布しているが，島嶼部と山間
部での分布は確認できなかった．

　トノサマガエルの生息・非生息と標高との関係である
が， 次メッシュにおける平均標高，最大標高，最低標
高の全てで本種が確認された 次メッシュの平均値が有
意に高かった（P< . 　Mann-Whitneyの U-検定
　以下同じ）（図 ）．標高を m間隔で分割した標高ラ
ンクごとの分布傾向ではほぼ均一な分布傾向を示した
（図 ）．また，その他（水田面積，森林面積，人工物）
との関係では生息が確認された 次メッシュは，水田面
積および人工物面積が少なく，森林面積が多い傾向がみ
られた．畑地との明確な関係は見られなかった．
　次にヌマガエルの生息・非生息と標高との関係である
が， 次メッシュにおける平均標高，最大標高，最低標
高の全てで本種が確認されなかった 次メッシュの平均
値が有意に高かった（P< . ）．危険率を比較するとト
ノサマガエルより生息 /非生息の差は大きい．標高ラン
クごとの分布傾向では標高 m以下に集中して分布し



ており，標高に依存した分布傾向であった（図 ）．また，
その他（水田面積，森林面積，人工物）との関係では生
息が確認された 次メッシュは，水田面積および人工物
面積が多く，森林面積が少ない傾向がみられた．畑地と
の明確な関係は見られなかった．

考　察
　解析にあたり，生息の有無を判断する情報，特に生息
未確認の情報の精度が問題となった．本調査では，調査
頻度が 回／年という，少ない頻度での調査ではあるが，
　調査対象地域内を広く複数に渡って巡回調査し，調査
時期の集中から生じる時期別の生息密度の差を低減させ
ることに努めた．また，時間的な制約等から調査地域全
ての 種の分布を明らかにすることは困難であった．
種の生息の有無と環境要素との関係をみると概ね現状に
即した結果が得られたものと考えられる．
　標高と両種の生息の関係では，トノサマガエルの生息
確認平均標高は非生息平均標高と比較して高いものの，
標高分布では標高に依存しているとは必ずしもいえない
（P= . ）．しかしながら，生息が確認されたメッ
シュは，水田面積と人工物が少なく，森林が多いメッシュ

であった．これらの特徴は，標高との関係が強い（図 ）．
つまり，本種は標高には影響を受けないものの，自然度
が高い「谷戸水田環境＝里地里山環境」に生息すること
が明らかになった．一方，ヌマガエルは標高に強く依存
し，広島県での調査結果 ）と同じ傾向を示す結果となっ
た．結果として標高の低下に伴って人工物の増加や森林
の減少，水田面積が増加する結果となったため，これら
を説明変数に用いて解析する場合，多重共線性が問題と
なる．よって今回の調査では標高以外の要因は明らかに
することができなかった．
　過去に同様の分布データが得られている場合，本調査
との比較が可能であるが，両種の分布データは断片的で

あり、分布域の増減に関しては不明な点が多い．ただ
し， 年代まで平坦部の普通種であったトノサマガ
エル ）の減少要因については，圃場整備整備の影響等
が挙げられている , ）．それに加えて，本種の産卵時期
における水田湛水の有無や水稲そのものの栽培期間の短
期化が減少に拍車をかけている ）と考えられる．これ
に対して，ヌマガエルは現在の分布傾向からすると，ト
ノサマガエルにとっての減少要因にはさほど影響を受け
ていないと考えられる．
　現時点で両種の分布傾向を明らかにすることは，今後，
カエル類を指標種とした環境モニタリングを実施する上
での基礎データとなる．今回の調査は定性的なデータで
あるが，今後，データの蓄積を行っていくことで，分布
の面的な動態およびその要因解析から環境の変化を提示
していくことが今後の課題である．
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